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With a view to studying on the nutritional superiority of the nature of 

component fatty acids in human and cow milks, attempt was made to analyse the 
species of component fatty acids in human and cow milks by means of reversed-

phase paper chromatography by NonA and HIRAYAMA. 
As a result, human milk contains much less lower fatty acids such as butyric, 

caproic acids, etc., and stearic acid than cow milk, and is composEd mainly of fatty 

acids such as capric, lauric, myristic, palmitic, and oleic acids. 
Accordingly, it is considered as a result of studying the digestive and absorptive 

phase of fatty acids in both milks as well as an oxidation process in the normal 

body, that the fatty acids present in human milk is nutritionally superior to those 

of cow milk. 

I緒言

さきに Matti!等は各種油脂の経口的摂取時に於け

るそれが消化吸収率を測定することによってP融点50°

C以下の油脂は一般にその消化吸収率がよいがp 融点

50°C以上のものはp腸管内に於ける液化も行われ難し

ためにその消化吸収は融点50°C以下の油脂に較べ著し

く劣ることを明らかにしている．またDeuelは各種ljt

ーグリセライドの経口的原取時のそれが腸枯朕からの

吸収速度を比絞検討することによって，｛fl,級脂酸の単

ーグリセライドの経口的摂取時程，その腸粘膜かムの

吸収即変は大であり p 高級脂酸の単一グリセライドの

経口的摂取時程その吸収速度は遅延することを立証し

ている．

また他方われわれの教室に於てlむ各種混合グリセ

ライドあるいは単一グリセライドを 0.5μ以下の微粒

子からなる乳化態として，これを各種試獣の静脈内へ

注入して脂質の生fド内異化的代謝過程を追究すること

によって，低級脂酸は専ら肝実質細胞内へp 高度不飽

和脂酸，エイコセン酸， ドコセン酸等はその大部分が
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肝実質細胞内へy 高級飽和！！旨酸p オレイン両党p リノー

ル酸p リノレン民主l土肝実質事匝胞内のみならず肝外組織

中にも活滋にれ行しp その後の処理過程を受けている

ことを明らかにすることが出来たのである．換言すれ

ば低級脂酸，高度不飽和脂酸，エイコセン酸p ドコセ

ン酸等は間接的酸化型式をとる比率の大なる脂酸であ

り，肝臓に対する負担も大であり p 且つケトージス発

生の程度も著しし不利な脂酸であるのに反してP 高

級飽和脂酸p オレイン酸p リノール酸リノレン酸等は

直接的酸化型式を営む比率の大なる脂酸で，従って肝

臓に対する負担も少なしケトージス発生の危倶も極

めて少し生体にとって真に合理的な脂酸といい得る

のである．事実われわれがこの点についてアロキサン

に対する感受性，肝機能，血瀦値p 肝粉原量，試獣の

成長曲線及び窒素平衡等を指標として検討するとp 以

上の事実の成立することがよく理解され， j1＇［！？＇的酸化

型式を営む比率の大きい脂酸のみからなる脂質の投与

がなくてはp 栄養の万全を期することの出来ないこと

が判明するに至ったのである．

このように脂質の栄養学的効果を決定するために

は，消化吸収の面のみならずp 生体内の異化的代謝過

程からみても，脂質を構成する脂酸の種績が如何に重

要な因子としてF それを左右しているものでゐるふと

いうことがよく理解され得るわけである．而して私は

人乳と牛乳の含有する脂質の性格に於てp 何れJ戸沢支

学的に優っているものであるかを検討する目的でp 人

乳及び牛乳中の脂質構成脂酸の種類を野田・平山の逆

キ目ペーパークロマトグラフィーを応用することによっ

て検討したのである．

Il 実験材料並に実験方法

入手Lは妊娠分娩後 1ヵ月目立立に10ヵ月目の婦人から

採取したものをp 牛乳は直接牧場に於て採取したもの

を試験試料に供した．また脂酸の抽出は前報9）に準拠

して行いp その沃素価p 中和価のl~U定を行うと同時

に，それを野田・平山の逆相ペーパークロマトグラフ

ィーによって展開分析した．

目実験成績

人乳及び牛乳から抽出し得た脂駿の沃素価立立に中平日

価を示したのがれ l表である．而してその各々につい

て逆伺ペーパークロマトグラフィーによって展開分析

し幻られたクロマトグラムボ日 l図及び第 2図であ

る．

このペーパークロマトグラムからも分るようにp 人

乳，午乳の何れも九酪駿，カプロン酸，カプリル酸，

カアリン酸p ラウリン隈， ミリスチン酸，パルミチン

酸p ステアリン酸，オレイン酸y 位にヘキサデセント

酸を合有している．併しその含有比率についてみると

人乳、ご於ては炭素原子数10個以上の高級飽和脂酸p J:!P 

ちカプリン酸p ラウリン酸， ミリスチン酸，パルミチ

ン酸の含有上じがが大である．牛乳に＆~ても亦パルミチ

ン酸jミリスチン酸は多量に含有されているが，牛乳

は人乳にイ•，／＇べ，酪酸p カプロン酸，ステアリン酸の含

有比率の著しく大なることが特徴的である．併し第I

図及び第2図に示すように人乳に於ても多少その含有

問酸の比率に個人的差異が存在しp 第 1図に示す例に

於ては特にラウリン酸のつ；有l七2fZボ）；であり，これに

較べてミリスチン酸及びパルミチン酸の合有比率は梢

々劣っているぷp 第 2図に示す例に於てはp 第 1図に

示した例のようにp ラウリン酸p ミリスチン酸p パル

ミチン酸の合有比率は左程大きな差異はなく，僅か乍

らラウリン酸の含有比率が他の二者よりも大なる傾向

を有しているに過ぎずp 従来からいわれて来たよう

にp 入手'L中の含有脂酸の比率には多少の個人的差異が

存在するものと思われる．而してこれには個人の栄養

·~＇， iふ更には」リrrの｜色好，平素の食餌の質及び量等地：

大いに与っているものと推察される．

N 考察

以上の実験成績p 即ち牛乳及び人乳中に含有される

脂質構成脂酸の種類及びその含有比率からP 人乳及び

牛乳の栄養価を比較検討するとp 人乳は牛乳に較べ

て，消化吸収の面からみて不都合な高融点を示すステ

アリン酸の含有量が極めて少ないことが特徴的であ

りp その経口的撰取に当り p 腸管に対する負担は少な

し人乳の方〉むをかに牛孔lこ優っていることが推測さ

れる．また冒頭にも記したように牛乳中に比較的多く

見出され得るf底辺脂阪は，その消化吸収の面からみる

とp 高級脂酸に較べその消化吸収は極めて容易でP 生

体にとり一見如何にも好都合のように思われるがp 他

方生体の異化的代謝過程からみると，われわれの立証

し得たように，それ7込間接的酸化型式を営む比率の大

なる脂酸であり p 従って肝臓に対ーする負担も大でp 且

つケトージス発生の程度も著しい脂酸であり，直接的

酸化型式を営む比率の大なる一般高級飽和脂酸p オレ

イン酸p リノール砂， リノレン酸等に較べp 生体にと

っては著しく不利な脂酸といい得るのである．斯る観
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第1図 入手'L，牛乳の含有脂酸を比較対称した
クロマトゲラム
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第2図人乳の含有脂酸の

クロマトグラム
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(Hg）：調製した被検脂酸に酢酸第二水銀を附加せるもの

s ：調製した酪酸よりアラキジン酸に至る飽flll！行慨しつ混合物の標準試料

S' ．調製したオレイン酸に酢酸第二水銀を附加した標準試料

4… ー酪酸 6・・ーカプロン酸 8・・・ーカプリル酸

10・・・ーカプリン駿 12・・....ラウリン酸 14・・一ミリスチン酸

20・・ーアラキジン酸16・・・パルミチン酸 18・ー ステアリン酸

OL・・・ーオレイン酸 HX・ －ヘキサデセント酸

第1表 人乳，牛乳の11-liffii再建の巾何価

中 和価

沃素価

及び沃素価

人乳

223.8 

48.5 

午乳

227.3 

51.3 

点からすれば，人乳が牛乳に較べ低級脂酸の含有量少

しそれがI直接的酸化型式 ~·n·む比率の大なるカプリ

ン酸，ラウリン酸， ミリスチン酸p パルミチン酸p オ

レイン酸をその含有脂質の主要構成脂酸としているこ

とiわ真に生体内酸化過程からみても合理的であり，

このような意味に於ても人乳の方ぶ透かに牛乳に較

べP 生体にとり {ff:ljな脂質の補給源であるということ

がIi ＇，~＇：乙のである．

要するに消化吸収面のみならずp 脂酸の生体内酸化

過程からみても，人乳中に ;S有される脂質はp 牛乳中

のそれに較べて栄養学的に優っていることは足早疑い

のないところと思われ石．
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